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体にわたっての通し番号をつける．付録中の式は
（A1）のように，本文とは別の通し番号をつける．

4．参考文献
4.1　文中での引用方法
①著者が 2人以下の場合には全員の姓を書き，発表
年を記する．

②著者が 3人以上の場合は第 1著者に「ほか」（和文
論文）または「et al.」（欧文論文）をつけ，発表
年を記する．

③①②により，同じ表記になる文献が複数ある場合
には，発表年にアルファベットをつけ，岡田
（1972a），岡田（1972b）のようにして区別する．
・記載例：
…解析の結果（松野 1970；Klemp et al. 1981a, b；

二宮・秋山 1991）は…．…は浅井ほか（1981a）や
Kraus and Businger（1994）が調べている．
4.2　参考文献欄の記載順
　和文・欧文の区別なく第 1著者名のアルファベット
順に並べる．同じ第 1著者の文献が複数ある場合に
は，
①著者が 1人のものを年代順に並べ，
②次に著者が 2人のものを第 2著者のアルファベッ
ト順に並べ，

③次に著者が 3人以上のものを，著者数に関係なく
年代順に並べる．
4.3　各文献の記載方法
①雑誌中の文献：著者・年・表題・雑誌名・巻また
は号番号・ページまたは doiの順とし，以下の要
領で記載する．

ａ ．著者：原則として著者全員を下記の記載例の様式
で書く．

ｂ ．表題：欧文文献の場合，冒頭と固有名詞を除いて
小文字で書く．

ｃ ．雑誌名：和文誌名は原則として略記しない．欧文
誌の略記法については最近の本誌参照．

ｄ．巻・号とページまたは doi（記載例参照）：
・巻全体の通しページがある雑誌は，巻番号（ゴシッ
ク）と通しページまたは doiを書く．

・巻全体の通しページがない雑誌は， 5（12）のよう
に巻番号（ゴシック）に続けて，号番号を括弧で示
し，号毎のページを記す．

・号番号だけで巻番号のない雑誌は，括弧でくくった
号番号とページを示す．

・記載例：
Klemp, J. B., R. B. Wilhelmson and P. S. Ray, 1981:

Observed and numerically simulated structure of a
mature supercell thunderstorm. J. Atmos. Sci., 38,
1558‒1580.

Haerter, J. O., P. Berg and S. Hagemann, 2010: Heavy 
rain intensity distributions on varying time scales
and at different temperatures. J. Geophys. Res., 109,
D17102, doi:10.1029/2009JD013384.

松野太郎，1970：重力波と地衡風運動．天気，17，349‒
352．

二宮洸三，秋山孝子，1991：梅雨前線帯の cloud clus-
ter．気象研究ノート，（172），135‒209．

・論文・短報以外の記事では，著者数がおおむね10人
以上の文献を下記のように略記できる．
Onogi ,  K. et al., 2007: The JRA‒25 Reanalysis.  J.

Meteor. Soc. Japan, 85, 369‒432.
余田成男ほか，2008：日本における顕著現象の予測可能
性研究．天気，55，117‒126．

②単行本の引用：著者・発行年・書名・出版所・引
用ページあるいは総ページの順とする．書名中の
主要単語は先頭を大文字にする．

・記載例：
浅井冨雄，武田喬男，木村龍治，1981：雲や降水を伴う
大気．大気科学講座 2，東京大学出版会，249pp．

Kraus, E. B. and J. A. Businger, 1994: Atmosphere‒
Ocean Interaction（2nd ed.）．Oxford Univ. Press,
362pp.

③共同執筆書の一部引用：著者・発行年・表題・書
名・編集者名・出版所・引用ページの順とする．
表題・書名の書き方は上記①②と同様にする．

・記載例：
木田秀次，1998：地球を巡る大気の流れ．新教養の気象
学，日本気象学会編，朝倉書店，61‒72．

Defant, F., 1951: Local winds. Compendium of Meteo-
rology（T.  F. Malone, ed.），Amer. Meteor. Soc.,
655‒672.

④Webページの引用：著者・年・表題またはサイト
名・URL，最終閲覧日．

・記載例：
気象庁，2019：気象観測統計の解説．https://www.

data.jma.go.jp/obd/stats/data/kaisetu/（2019.10.25
閲覧）．

　なお，Webページの内容を引用せずその存在だけ
を提示する場合には，本文中に直接 URLを記載して
もよい（脚注の使用は避ける）．
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1．気象一般
　101　気象力学（熱学，地球流体力学を含む）
　102　大気放射
　103　大気大循環
　104　総観気象（時系列を含む）
　　1041　総観規模の風
　　1042　総観規模の降水
　105　中小規模大気擾乱
　　1051　中（間）規模擾乱
　　1052　豪雨，雷雨
　　1053　竜巻
　106　極気象
　107　熱帯気象
　　1071　台風
　108　中層大気（成層圏・中間圏）
　　1081　中間大気の微量成分
　109　大気境界層（乱流を含む）
　　1091　接地層
　　1092　局地循環（熱的原因による）
　　　10921　海陸風
　　1093　局地風（地形風）
　　1094　視程
　110　惑星気象

2．大気物理化学
　201　大気化学
　202　雲物理
　　2021　氷の物性
　203　大気電気
　204　エーロゾル
　205　氷河学
　206　大気光学
　207　大気音響学
　208　雲学（雲の形態学）
3．気候
　301　大気候
　302　中気候
　303　小気候
　304　都市気候
　305　古気候
　306　気候の変動
4．応用気象
　401　天気予報
　　4011　数値予報
　402　大気汚染
　403　産業気象
　404　航空気象
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　405　海洋気象
　406　水文気象
　407　気象災害
　408　生気象
　409　農業気象
　410　山岳気象
　411　植物と気象
　412　衛星気象学
　413　レーダー気象学
　414　気象制御
　415　気象統計
5．研究技術
　501　観測技術
　　5011　一般測器
　　5012　レーダー
　　5013　人工衛星の技術と搭載用測器
　502　気象資料
　503　統計手法
　504　計算技術

　505　実験技術
　506　写真技術
　507　語学，用語，論文の書き方
6．気象事業
　601　研究及び気象事業体制
　602　会議
　603　文献，刊行物
　604　気象学史
7．気象教育
8．人物
9．気象学関連雑記
10．地球関連分野
11．天文
12．超高層大気
13．海洋
14．測地
15．地理
16．固体地球


